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【
竹
達
浩
＝
南
千
住
】
１
月

30
日
夜
、
全
労
連
・
東
京
地
評

に
加
盟
す
る
労
働
組
合
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
た
国
民
春
闘
共
闘

委
員
会
と
東
京
春
闘
共
闘
会
議

の
共
催
で
「
２
０
２
５
年
国
民

春
闘
勝
利
！

総
決
起
集
会
」

が
、
な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
６
５
０
人
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

深
刻
な
物
価
高
騰
か
ら
生
活
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無料法律相談日の案内

４月18日(金)14時～16時

希望者は前日までに予約を
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相
に
対
し
て
、
「
長
期
に
わ
た

る
経
済
低
迷
に
よ
る
労
働
者
の

生
活
困
難
を
打
開
す
る
た
め
の

施
策
を
早
急
に
打
ち
出
し
、

「
楽
し
い
日
本
」
を
行
動
で
示

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

調
。即

ち
、
全
労
働
者
の
七
割
が

働
く
中
小
企
業
で
の
労
働
者
の

所
得
が
日
本
経
済
の
下
支
え
で

あ
り
、
公
正
取
引
と
価
格
転
嫁

が
で
き
な
い
中
小
企
業
の
支
援

を
政
府
が
速
や
か
に
策
定
し
、

労
働
者
の
賃
上
げ
を
中
小
企
業

に
も
で
き
る
よ
う
に
、
適
正
な

価
格
転
嫁
を
訴
え
ま
し
た
。

国
民
春
闘
の
黒
澤
幸
一
事
務

局
長
が
「
25
年
国
民
春
闘
を
め

ぐ
る
情
勢
と
課
題
」
と
題
し
て

基
調
報
告
を
し
ま
し
た
。
日
本

は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
後
進
国
、
多
く

の
人
々
が
苦
し
ん
で
い
る
。
全

て
の
闘
い
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

を
位
置
づ
け
る
と
強
調
。

い
ま
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
放
送
現
場
の
性
被
害
問
題

で
は
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
労
組
と
民

放
労
連
（
日
本
民
間
放
送
労
働

組
合
連
合
会
）
の
闘
い
に
連
帯

し
、
「
二
度
と
苦
し
む
人
を
出

さ
な
い
た
め
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
な
く
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
社
会
を
作
ろ
う
」
と
訴
え

を
守
る
た
め
、
テ
ー
マ
は
「
す

べ
て
の
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ

・
底
上
げ
、
労
働
時
間
短
縮
、

全
国
一
律
最
低
賃
金
の
引
上
げ

と
安
定
雇
用
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
実
現
」
な
ど
を
訴
え
、
闘

う
労
働
組
合
の
姿
を
鮮
明
に
示

し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
東
京
春

闘
の
矢
吹
義
則
代
表
は
「
楽
し

い
日
本
」
を
掲
げ
る
石
破
茂
首

ま
し
た
。

東
京
春
闘
の
中
村
修
一
事
務

局
長
は
「
労
働
基
準
法
の
改
悪

反
対
と
最
低
賃
金
引
上
げ
」
を

求
め
る
地
域
行
動
を
、
ス
ト
ラ

イ
キ
を
構
え
た
地
域
総
統
一
行

動
に
展
開
す
る
覚
悟
を
も
っ
て

臨
む
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

単
産
・
職
場
代
表
の
決
意
表

明
で
、
全
教
（
全
日
本
教
職
員

組
合
）
は
「
国
会
で
一
層
の
長

時
間
労
働
を
押
し
付
け
る
政
府

案
の
成
立
を
許
さ
な
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。

東
京
医
労
連
（
東
京
地
方
医

療
労
働
組
合
連
合
会
）
は

「
『
他
産
業
に
見
劣
り
し
な
い

賃
金
を
！
』
の
声
を
広
げ
て
闘

う
」
と
語
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
出
版
労
連
、
東
京
地
評
西

部
ブ
ロ
ッ
ク
、
全
労
連
女
性

部
、
東
京
地
評
女
性
セ
ン
タ

ー
、
東
京
土
建
か
ら
決
意
表
明

が
あ
り
ま
し
た
。

25
年
春
闘
勝
利
！
団
結
し
て

頑
張
ろ
う
！

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
荒
川
支
部
第
77
回
定
期
大
会
告
示

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
規
約
第
20
条
に
も
と
づ
き
、
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
荒
川
支
部
第
77
回
定
期
大
会
を

左
記
の
通
り
開
催
す
る
。

執
行
委
員
長

津
田

宗
久

大
会
準
備
委
員
長

永
田

常
彦

一
、
日

時

２
０
２
５
年
４
月
20
日
（
日
）

開
会

10
時

閉
会

16
時

※
予
定

一
、
会

場

サ
ン
パ
ー
ル
荒
川

第
二
・
三
集
会
室

東
京
都
荒
川
区
荒
川
１-

１-

１

一
、
代
議
員

２
０
２
５
年
２
月
１
日
付
の
現
勢
を
基
準
と
し
、
組
合
員
40
人
に
つ
き
１
人
（
四
捨
五
入
）

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
荒
川
支
部
２
０
２
５
年
度
役
員
選
挙
告
示

２
０
２
５
年
３
月
７
日
開
催
支
部
執
行
委
員
会
に
て
、
左
記
の
通
り
告
示
。

選
挙
管
理
委
員
長

加
藤

正
雄

一
、
役
員
定
数

・
執
行
委
員
長

１
人

・
副
執
行
委
員
長

４
人

・
書
記
長

１
人

・
書
記
次
長

２
人

・
常
任
執
行
委
員

10
人

・
執
行
委
員

30
人

※
分
会
の
推
薦
・
承
認
を
得
て
届
け
出

・
会
計
監
査

２
人

一
、
立
候
補
受
付

２
０
２
５
年
４
月
１
日
（
火
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

支
部
事
務
所

【
加
藤
正
雄
＝
荒
川
】
50
人

を
超
え
る
仲
間
の
参
加
者
を
集

め
て
行
わ
れ
た
の
は
令
和
７
年

１
月
30
日
（
木
）
12
時
か
ら
新

宿
駅
南
口
で
「
私
た
ち
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
中
止
を
求
め

ま
す
」
と
宣
伝
行
動
を
行
い
ま

し
た
。

宣
伝
行
動
で
は
横
断
幕
を
広

げ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
署
名
を
お

願
い
す
る
人
と
で
50
人
を
超
え

る
仲
間
が
並
び
、
運
動
を
す
る

姿
は
力
強
い
も
の
を
感
じ
ま
し

た
。横

断
幕
の
前
で
記
念
撮
影
を

す
る
観
光
客
も
い
ま
し
た
。
テ

ィ
ッ
シ
ュ
を
受
け
取
っ
て
く
れ

た
方
に
署
名
を
お
願
い
す
る
と

快
く
署
名
を
し
て
く
れ
る
人
も

い
ま
し
た
。
１
時
間
ほ
ど
行
い

テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
全
て
配
り
終
え

ま
し
た
。

全
労
働
者
に
、
物
価
に

見
合
っ
た
賃
金
を

春
闘
総
決
起
集
会

な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

大
ホ
ー
ル

すべての労働者の大幅賃上げ・底上げへ「ガンバロー」と声を上げる

現
行
の
保
険
証
残
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
反
対
連
絡
会

年末カンパを渡す佐々木書記

【
書
記
局
】
２
月
27
日
、
昨

年
の
12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て

荒
川
支
部
で
取
り
組
ん
だ
地
域

支
援
年
末
募
金
を
荒
川
区
社
会

福
祉
協
議
会
へ
届
け
に
行
き
ま

し
た
。
こ
の
支
援
金
は
「
福
祉

の
街
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た

め
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
活

動
か
ら
全
国
的
な
取
り
組
み
ま

で
、
幅
広
い
様
々
な
福
祉
事
業

に
活
用
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

催
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

後
継
者
対
策
部
は
５
月
に
毎

年
恒
例
の
潮
干
狩
り
の
バ
ス
レ

ク
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

懇
親
会
の
参

加

者

か

ら

「
参
加
し
ま

す
」
と
言
っ

て
く
れ
た
組

合
員
さ
ん
が

い
ま
し
た
。

１
次
会
が
終

わ
っ
て
も
各

々
に
２
次
会

に
行
か
れ
た

方
も
い
ま
し

た
。こ

れ
か
ら

も
、
皆
さ
ん

の
要
望
や
意

見
を
頂
き
ま

し
て
、
た
く

２０２５年３月１０日 第６７７号

【
小
熊
賢
一
記
者
】
２
月
19

日
荒
川
支
部
３
階
に
て
、
後
継

者
部
が
開
催
し
た
資
産
運
用
学

習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
、
若
手
を

中
心
に
28
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
講
師
に
は
、
株
式
会
社

Ｄ
ｏ
ｉ
ｔ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
佐

藤
敏
博
さ
ん
と
竹
内
久
美
子
さ

ん
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

積
立
投
資
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
、
１
万
円
を
過
去
10
年
と

20
年
に
投
資
し
た
場
合
で
グ
ラ

フ
を
見
な
が
ら
比
較
し
た
資
料

で
は
、
長
く
投
資
す
る
方
が
は

る
か
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ

と
、
若
い
う
ち
に
積
立
投
資
を

始
め
た
方
が
い
い
な
ど
、
さ
ら

に
投
資
先
の
種
類
も
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
く
検
討
し

は
学
習
会
を
通
じ
て
資
産
を
活

か
す
方
法
を
学
べ
る
い
い
機
会

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

今
回
は
約
１
時
間
と
短
い
時

間
だ
っ
た
の
で
、
基
礎
的
な
話

が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
早

期
に
次
回
、
ど
の
よ
う
な
運
用

を
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
を
、

資
産
運
用
学
習
会
応
用
編
と
し

て
企
画
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
上
手
に
資
産
を
増
や
し

て
、
豊
か
な
人
生
を
歩
い
て
い

け
た
ら
最
高
な
の
で
、
是
非
た

く
さ
ん
学
ん
で
将
来
に
備
え
て

欲
し
い
で
す
。

て
始
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
投
資
現

金
が
毎
月
１
万
円
、
20
年
で
２

４
０
万
円
の
投
資
金
額
で
、
６

０
０
万
円
か
ら
１
３
０
０
万
円

に
増
え
て
い
る
グ
ラ
フ
を
見
て

も
、
資
産
を
運
用
す
る
こ
と
が

如
何
に
必
要
か
を
実
感
し
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
枠
も
拡
大
さ
れ
て
、
成
長

投
資
枠
（
年
間
２
４
０
万
円
、

上
限
１
２
０
０
万
円
ま
で
）
積

立
投
資
枠
（
年
間
１
２
０
万

円
、
上
限
６
０
０
万
円
）
成
長

投
資
枠
は
、
積
立
投
資
枠
と
し

て
も
使
え
て
、
合
計
１
８
０
０

万
円
ま
で
非
課
税
に
な
る
こ
と

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

私
は
、
あ
と
数
年
で
還
暦
を

迎
え
て
し
ま
う
の
で
、
あ
ま
り

時
間
は
残
っ
て
い
な
い
の
が
、

と
て
も
残
念
で
・
・
・
。

そ
れ
は
仕
方
が
な
い
こ
と
で

す
が
、
後
継
者
世
代
に
と
っ
て

【
教
宣
部
発
】
こ
の
間
、
活
発
に
支
部
を
先

導
し
て
活
動
す
る
後
継
者
対
策
部
の
み
な
さ
ん

が
、
自
分
た
ち
の
家
族
や
将
来
を
見
据
え
て
、

自
ら
学
習
会
を
要
望
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

後
継
者
世
代
は
今
ま
さ
に
、
集
ま
り
を
増
や

し
な
が
ら
自
分
た
ち
の
将
来
に
関
心
を
持
っ
て

い
ま
す
。
教
宣
部
か
ら
部
長
が
参
加
し
取
材
し

ま
し
た
。

２０２１年９月からスタ
ートした現場情報ＬＩＮＥ
は、現在「友だち」数３０
０件を超え、現場の仲間の
駆け込み寺の役割を発揮し
ています。

さらに不払い情報の発信
など、仲間を不良・不適格
業者から守るツールとして
も活用しており、いっそう
の登録を進めていきます。

みなさん自分の将来について考えています

【
田
村
後
継
者
対
策
部
長
】

み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で

す
。
後
継
者
対
策
部
の
田
村
で

す
。
２
月
22
日(

土)

に
今
年

度
最
後
の
懇
親
会
を
町
屋
の
安

ざ
わ
で
開
催
し
ま
し
た
。
書
記

局
含
め
て
29
名
が
参
加
さ
れ
、

５
人
程
初
参
加
の
方
も
い
ま
し

た
。乾

杯
と
同
時
に
群
会
議
に
つ

い
て
の
勉
強
会
が
あ
り
ま
し

た
。
お
酒
が
進
む
に
つ
れ
、
名

刺
交
換
や
席
を
移
動
し
た
り
、

会
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

途
中
で
抽
選
会
を
行
い
、
皆

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
回

は
全
員
に
当
た
り
が
で
る
よ
う

に
し
て
、
皆
さ
ん
何
か
し
ら
あ

た
っ
て
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

３
時
間
弱
の
時
間
で
し
た

が
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
楽
し
か
っ

た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
開

今
回
の
令
和
６
年
度
分
の
確

定
申
告
で
、
所
得
税
の
定
額
減

税
の
調
整
を
し
た
組
合
員
も
多

か
っ
た
こ
と
と
思
う
。
少
な
く

と
も
、
組
合
の
税
金
相
談
学
習

会
に
参
加
し
た
組
合
員
た
ち
は

チ
ャ
ン
と
調
整
で
き
た
と
思
う

▼
こ
の
定
額
減
税
は
、
令
和
５

年
の
年
末
に
岸
田
内
閣
で
閣
議

決
定
さ
れ
、
令
和
６
年
６
月
か

ら
始
ま
っ
た
が
、
私
た
ち
に
と

っ
て
は
令
和
７
年
に
な
っ
て
や

っ
と
そ
の
順
番
が
回
っ
て
き
た

と
い
う
感
じ
だ
。
も
う
遅

す
ぎ
て
、
自
分
な
ん
か
「
定
額

減
税
っ
て
何
だ
っ
け
」
と
忘
れ

て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
間
に

総
理
大
臣
は
石
破
茂
く
ん
に
代

わ
っ
ち
ゃ
っ
た
し
▼
で
も
「
定

額
減
税
に
よ
り
経
済
を
好
循
環

に
（
首
相
官
邸
令
和
６
年
５
月

31
日
）
」
と
言
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
今
の
日
本
の
こ
の
状
況
を

見
て
、
好
循
環
に
な
っ
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
こ

れ
か
ら
な
る
の
か
な
▼
ち
な
み

に
、
定
額
減
税
し
き
れ
な
い
と

い
う
人
に
は
調
整
給
付
金
が
出

る
ら
し
い
の
で
、
ご
注
意
を
。

（
東
尾
久
１

藤
川
直
樹
）

▲

「
定
額
減
税
し
き
れ
な
い
と

見
込
ま
れ
る
方
」
へ
の
給
付
金

（
「
調
整
給
付
金
」
）
の
ご
案

内
チ
ラ
シ

出
典
／
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ち
ょ
っ
と
ひ
と
息
改
め

大

い

に

盛

り

上

が

り

ま

し

た
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し
た
。
労
働
組
合
の
歴
史
や
働

く
者
を
守
る
法
律
、
労
働
法
の

原
点
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
状
況

を
よ
り
良
く
し
て
い
く
こ
と
、

働
く
環
境
の
整
備
も

必
要
な
ど
、
労
働
組

合
を
通
じ
て
私
た
ち

が
、
こ
れ
か
ら
、
ど

う

取

り

組

ん

で

行

き
、
自
分
た
ち
の
将

来
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
、
い
い
講
演
と
な

【
小
熊
賢
一
記
者
】
２
０
２

５
年
２
月
９
日(

日)
け
ん
せ

つ
プ
ラ
ザ
東
京
に
て
、
東
京
土

建
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
荒
川
支

部
か
ら
は
、
私
と

竹
達
さ
ん
の
２
人

で

参

加

し

ま

し

た
。は

じ
め
に
本
部

上
原
教
宣
部
長
の

あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
、
記
念
講
演

【
竹
達
浩
記
者
】
人
間
の
頭

脳
の
記
憶
素
子
に
は
、
時
間
の

単
位
を
記
憶
す
る
機
能
が
な
い

よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
れ
は
、

80
年
前
の
１
９
４
５
年
３
月
10

日
の
、
一
夜
で
10
万
人
以
上
を

殺
し
た
無
差
別
東
京
下
町
空

襲
、
ま
た
、
８
月
６
日
の
広
島

と
８
月
９
日
長
崎
の
原
爆
投
下

に
よ
る
、
一
瞬
に
し
て
、
20
万

人
以
上
の
殺
傷
惨
事
を
記
憶
す

る
人
々
に
は
、
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
に
蘇
り
、
心
の
中
で
愛
す

る
父
母
・
子
の
名
を
叫
ぶ
時

に
、
80
年
の
時
差
が
消
滅
す
る

か
ら
で
す
。

戦
争
を
体
験
し
た
人
も
数
少

な
く
な
り
、
終
戦
の
年
に
生
ま

２０２５年３月１０日 第６７７号

れ
た
人
で
も
80
歳
に
な
り
ま

す
。
こ
の
80
年
間
、
日
本
に
戦

争
が
な
い
平
和
な
時
間
の
連
続

は
、
「
憲
法
９
条
」
の
世
界
に

比
類
の
な
い
、
平
和
を
希
求
す

る
精
神
に
よ
っ
て
創
ら
れ
ま
し

た
。
「
戦
後
平
和
80
年
の
碑

文
」
を
書
く
に
あ
た
り
、
検
証

と
再
確
認
の
た
め
に
、
江
東
区

北
砂
の
東
京
大
空
襲
・
戦
災
資

料
セ
ン
タ
ー
を
取
材
し
ま
し

た
。直

近
の
不
安
定
な
世
界
情
勢

を
含
め
た
戦
後
80
年
の
歴
史
を

理
解
す
る
に
は
、
西
欧
の
産
業

革
命
（
十
八
世
紀
半
ば
）
に
よ

る
近
代
化
と
、
徳
川
幕
府
に
よ

る
鎖
国
（
１
６
３
９
～
１
８
５

３
年
）
ま
た
そ
の
先
、
豊
臣
秀

吉
の
バ
テ
レ
ン
追
放
令
（
１
５

８
７
年
）
ま
で
歴
史
を
遡
っ
て

対
照
し
た
方
が
分
か
る
よ
う
な

気
が
す
る
。

徳
川
幕
府
が
鎖
国
し
た
の

は
、
第
三
将
軍
徳
川
家
光
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
結
論
を
先
に

い
い
ま
す
と
、
鎖
国
は
ポ
ル
ト

ガ
ル
船
の
来
航
が
禁
止
さ
れ
た

１
６
３
９
年
か
ら
、
黒
船
で
ペ

リ
ー
が
来
航
し
て
日
米
和
親
条

約
を
締
結
し
た
、
１
８
５
３
年

の
開
国
ま
で
２
１
５
年
間
、
鎖

国
政
策
が
続
い
た
と
さ
れ
て
い

る
。な

ぜ
、
将
軍
家
光
は
鎖
国
を

し
た
の
か
、
一
説
に
よ
る
と
当

時
、
日
本
と
交
易
し
て
い
た
ポ

ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
・
オ
ラ

ン
ダ
そ
の
他
の
国
が
、
有
力
な

藩
と
交
易
し
藩
が
強
力
に
な

り
、
幕
府
に
謀
反
を
起
こ
す
危

険
を
感
じ
て
交
易
の
一
元
化
を

図
り
、
藩
の
利
益
を
収
奪
す
る

た
め
に
鎖
国
さ
れ
た
と
い
う

説
。

南
千
住
分
会

竹
達
浩
さ
ん
が
記
事
賞
を
受
賞

【
並
木
義
男
記
者
】
ム
ー
ブ

町
屋
３
階
ホ
ー
ル
で
、
２
月
９

日(

日)

日
中
友
好
・
文
化
交

流
の
つ
ど
い
が
後
援
・
荒
川
区

・
荒
川
区
教
育
委
員
会
の
下
、

開
催
さ
れ
た
。

開
会
挨
拶
で
日
中
友
好
協
会

荒
川
支
部
長
塩
沢
俊
之
さ
ん
は

「
今
年
で
日
中
戦
争
終
結
か
ら

80
年
の
節
目
の
年
で
す
。
戦
争

被
害
や
加
害
の
事
実
を
直
接
語

る
人
が
少
な
く
な
り
歴
史
を
通

じ
て
の
み
し
る
だ
け
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
日
中
不
再
戦
と

平
和
の
た
め
民
間
交
流
を
発
展

さ
せ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
一
部
は
メ
ゾ
ソ

プ
ラ
ノ
独
唱
・
陳
曦(

チ
ェ
ン

シ
ー)

さ
ん
に
よ
る
早
春
賦
、

蘇
州
夜
曲
、
宵
待
草
、
春
緒

(

中
国)

な
ど
の
歌
７
曲
を
熱

唱
。二

胡
演
奏
・
張
良(

チ
ョ
ウ

リ
ョ
ウ)

さ
ん
の
独
奏
・
神

話
、
奏
、
春
景
、
風
笛
、
な
ど

７
曲
奏
、
劉
妍(

リ
ュ
ウ
ケ

ン)

さ
ん
の
変
面
、
一
瞬
で
変

わ
る
17
変
面
は
中
国
伝
統
芸
能

の
中
で
も
「
文
化
遺
産
」
と
さ

れ
「
国
家
秘
密
」
に
な
っ
て
い

る
秘
技
で
す
。

ホ
ー
ミ
ー
馬
頭
琴
演
奏
・
バ

ー
タ
ル
ジ
ャ
ブ
・
ボ
ル
ド
エ
ル

デ
ネ
さ
ん
の
モ
ン
ゴ
ル
の
ホ
ー

ミ
ー
メ
ド
レ
ー
独
奏
。

京
劇
・
劉
妍(

リ
ュ
ウ
ケ

ン)

さ
ん
の
中
国
の
伝
統
的
な

古
典
演
劇
、
曲
戯
・
伝
統
芸
能

の
美
し
さ
と
素
晴
ら
し
さ
を
演

じ

て

く

れ

ま

し

た
。
１
９
７
２
年

(

昭
和
47
年)

９
月

25
日
田
中
角
栄
総

理
大
臣
が
北
京
を

訪
問
し
て
周
恩
来

国
務
院
総
理
と
国

交
正
常
化
を
果
た

し
ま
し
た
。

戦
後
80
年
、
中

国
国
交
正
常
化
50

年
、
こ
れ
か
ら
も

両
国
の
伝
統
文
化

を
大
事
に
し
て
い

く
こ
と
は
大
切
で

す
。

と
し
て
、
全
国
労
働
組
合
総
連

合
議
長
の
秋
山
正
臣
さ
ん
か
ら

「
寛
容
さ
失
う
社
会
で
、
労
働

組
合
が
果
た
す
べ
き
役
割
」
の

内
容
で
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま

り
ま
し
た
。

表
彰
式
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
、
軽
食
と
ア
ル
コ
ー
ル
が
出

て
、
表
彰
者
の
受
賞
を
称
え
る

式
に
な
り
ま
し
た
。

荒
川
支
部
か
ら
は
、
一
緒
に

参
加
し
た
竹
達
浩
さ
ん
が
記
事

賞
「
そ
れ
ぞ
れ
の
傷
跡
」
で
受

賞
し
ま
し
た
。

教
宣
部
長
と
し
て
、
次
の
表

彰
式
で
は
、
荒
川
支
部
か
ら
も

多
数
の
受
賞
者
が
で
る
よ
う

に
、
機
関
紙
「
お
れ
た
ち
」
の

紙
面
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

おめでとうございます

戦
後
平
和

80
年
の
碑
文

序
章
（
１
）

信
念
の
衝
突

ま
た
、
一
説
に
は
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
（
１
５
４
９

年
）
が
、
キ
リ
ス
ト
教
を
日
本

で
布
教
し
、
当
時
の
日
本
の
人

口
は
１
２
０
０
万
人
位
の
中

で
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
数
は
人

口
の
２
％
ま
で
広
が
っ
た
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
ま
り
に
も
早
い
キ
リ
ス
ト

教
の
広
が
り
に
、
政
治
的
危
機

を
感
じ
た
当
時
の
為
政
者
豊
臣

秀
吉
は
、
１
５
８
７
年
に
バ
テ

レ
ン
追
放
令
（
キ
リ
ス
ト
教
宣

教
と
南
蛮
貿
易
に
関
す
る
禁
制

文
書
）
発
布
し
ま
し
た
。

豊
臣
秀
吉
亡
き
後
、
徳
川
幕

府
に
制
度
は
引
き
継
が
れ
て
キ

リ
ス
ト
教
へ
の
弾
圧
は
続
い
た

が
、
キ
リ
ス
ト
教
は
さ
ら
に
広

が
り
、
「
１
６
０
６
年
に
は
キ

リ
ス
ト
教
徒
は
75
万
人
に
達
し

た
と
い
わ
れ
て
い
る
」（
キ
リ
ス

ト
教
の
２
０
０
０
年
よ
り
）
。

第
三
将
軍
家
光
は
、
長
年
の

キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
か
ら
生
じ

た
、
反
抗
闘
争
島
原
の
乱
を
制

し
た
が
、
家
光
が
恐
れ
た
の

は
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
を

助
け
る
た
め
に
、
西
欧
キ
リ
ス

ト
教
国
の
援
軍
の
襲
来
で
あ
っ

た
。
そ
の
援
軍
を
阻
止
す
る
た

め
の
鎖
国
で
あ
っ
た
と
い
う
説

も
あ
り
ま
す
。

問
題
は
西
欧
の
産
業
革
命
に

よ
る
発
展
期
と
、
日
本
の
鎖
国

に
よ
る
閉
鎖
期
が
１
０
０
年
近

く
重
な
り
、
後
進
国
と
し
て
開

国
し
た
時
か
ら
、
日
本
は
迷
路

に
は
ま
っ
て
後
戻
り
が
で
き
な

い
よ
う
な
気
が
す
る
。

長

崎

の

出

島

東
京
土
建
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

第41回仲間の作品コンクールに東尾久
２分会の吉田敬子さんが三席に選ばれま
した。

受賞おめでとうございます。ぜひ次は
皆さんも参加してみてください。

第41回仲間の作品コンクール

と
っ
て
も
素
敵
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た

日中友好

文化交流のつどい
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が
、
す
べ
て
の
現
場
で
働
く
従

事
者
の
処
遇
改
善
に
繋
が
り
ま

す
。私

達
建
設
関
係
労
働
組
合
の

総
力
を
あ
げ
、
民
間
・
公
務
の

共
同
を
広
げ
な
が
ら
、
男
性
も

女
性
も
外
国
人
も
建
設
産
業
で

働
く
全
て
の
仲
間
の
要
求
実
現

を
政
府
・
国
土
交
通
省
、
国
会

２０２５年３月１０日 第６７７号

議
員
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
・
住
宅

メ
ー
カ
ー
・
業
界
団
体
へ
求
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

夢
の
あ
る
産
業
に
し
て
い
く

た
め
に
、
若
い
人
に
組
合
活
動

を
伝
え
声
を
上
げ
れ
ば
変
わ
る

事
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

み
ん
な
で
声
を
上
げ
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

【
八
木
橋
郁
子
＝
事
業
所
】

建
設
関
係
労
働
組
合
生
活
関
連

公
共
事
業
主
催
で
２
月
28
日
衆

議
院
第
一
大
会
議
室
で
３
０
６

名
参
加
で
行
わ
れ
支
部
か
ら
３

人
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

「
建
設
労
働
者
に
大
幅
賃
上

げ
を
！
建
設
労
働
者
に
週
休
２

日
を
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
行

わ
れ
た
建
設
労
働
者
２
・
28
春

闘
イ
エ
ロ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、

民
間
・
公
務
の
建
設
労
働
者
が

集
い
、
建
設
産
業
に
働
く
全
て

の
仲
間
が
、
安
心
・
安
全
に
働

き
続
け
る
建
設
産
業
、
若
者
が

入
職
し
た
く
な
る
魅
力
あ
る
産

業
を
作
る
た
め
に
決
意
を
固
め

合
い
ま
し
た
。

第
三
次
・
担
い
手
３
法
は

「
他
産
業
よ
り
賃
金
が
低
く
、

就
労
時
間
も
長
い
た
め
、
担
い

手
の
確
保
が
困
難
」
と
認
識
の

も
と
、
適
正
な
労
務
費
の
確

保
、
行
き
渡
り
が
重
要
と
し
て

い
ま
す
。
「
適
正
な
労
務
費
の

基
準
」
を
作
成
し
、
こ
れ
を
著

し
く
下
回
る
見
積
り
、
契
約
締

結
を
禁
止
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。賃

金
・
単
価
の
引
き
上
げ

豊
富
な
お
風
呂
を
楽
し
め
る

『
天
然
温
泉

満
天
の
湯
』

【
薄
井
章
＝
町
屋
南
】
１
月

23
日
、
朝
何
時
に
出
発
す
る
と

言
っ
て
な
か
っ
た
の
で
適
当
に

７
時
半
出
発
、
行
く
途
中
は
車

の
中
で
ア
ザ
ラ
シ
の
よ
う
に
爆

睡
。
開
店
９
時
、
８
時
過
ぎ
に

到
着
し
て
施
設
の
横
手
で
お
見

上
げ
売
り
場
を
の
ぞ
き
野
菜
が

新
鮮
だ
と
い
う
の
で
買
っ
た
。

入
浴
券
を
買
っ
て
笑
顔
に
な
っ

た
妻
の
由
美
子
は
銭
湯
と
同
じ

感
覚
で
40
分
ほ
ど
た
つ
と
出
て

き
た
。
私
は
２
時
間
位
楽
し
ん

だ
。
満
天
の
湯
の
素
晴
ら
し
さ

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
て
期
待

し
た
通
り
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

ぜ
ひ
一
度
行
っ
て
み
て
欲
し

い
。次

に
向
か
っ
た
の
は
道
の
駅

し
ょ
う
な
ん
。
道
路
隔
て
て
反

対
側
に
あ
る
直
売
所
に
行
く
の

が
目
的
だ
っ
た
。
こ
の
場
所
は

手
賀
沼
公
園
に
隣
接
し
て
広
大

な
面
積
に
駐
車
場
普
通
車
２
百

台
が
駐
車
可
能
だ
。
広
場
は
天

然
芝
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
よ

り
広
い
建
物
は
テ
ン
ト
の
形
中

は
広
々
と
し
た
空
間
に
市
場
が

あ
る
。
隣
の
建
物
は
レ
ス
ト
ラ

ン
建
物
、
50
数
件
の
テ
ナ
ン
ト

一
日
中
楽
し
め
る
。
疲
れ
た
私

は
ア
ザ
ラ
シ
の
よ
う
に
ま
た
眠

り
な
が
ら
助
手
席
で
帰
宅
。

癒
さ
れ
ま
し
た

【
永
田
常
彦
＝
東
尾
久

１
】
永
田
家
の
チ
ョ
コ
ち

ゃ
ん
で
す
。
今
年
で
18

才
、
人
間
で
言
う
と
80
才

だ
そ
う
で
す
。
他
に
も
２

匹
い
て
全
部
で
３
匹
い
た

の
で
す
が
、
チ
ョ
コ
ち
ゃ

ん
１
匹
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
耳
も
遠
く
な
っ

て
ち
ょ
っ
と
ボ
ケ
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
で

す
。
長
生
き
し
て
ね
。
以

上
キ
ャ
ン
ド
ル
テ
ー
ル
の

男
の
子
チ
ョ
コ
ち
ゃ
ん
で

し
た
♪

後
継
者
対
策
部
主
催
の

『
潮
干
狩
り
』
に
い
こ
う
♪

集
会
の
様
子

建設労働者2.28春闘イエローアクション

建設労働者に大幅賃上げを！

建設現場に週休2日を！
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